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今
回
は
、
前
夜
祭
を
含

め
当
日
も
あ
い
に
く
の
雨

模
様
で
あ
っ
た
が
、
一
部

の
会
場
で
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
も

の
の
、
各
会
場
で
は
多
く

の
人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　

前
夜
祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
、
や
は
り
打
ち
上
げ
花

火
。
本
降
り
の
雨
の
中
で

も
打
ち
上
げ
が
決
行
さ

れ
、「
雨
で
も
花
火
が
上

げ
ら
れ
る
の
。
す
ご
い
」

と
い
う
市

民
の
反
響

が
多
く
、

雨の中でも花火が打ち上げられた

もずやんも駆け付けた

火おこし体験をする子どもたち

市
民
生
活
の
祭
典

ヤン ヨンヒ監督ドキュメンタリー3部作一挙上映

旅支度を披露する

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

1日 ゲスト ： 中川恵美子さん「いぬからのお願い」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

8日  「ウクライナのアイデンティティ （24）」
（キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

15日  ゲスト ： 高良正樹さん
　　　「採用のことならお任せください」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

22日  「ウクライナのアイデンティティ （25）」
（キャスター ： Ono Akiさん、エバ・ハダシさん）

29日  ゲスト ： 米丸淳司さん
　　　「頭をもめば、安眠できる」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

6月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

一般社団法人笑い文字普及協会
公認初級トレーナー

谷口佳津子 さ　　ん

2023・6・1

　
「
私
た
ち
人
間
が
最
終
的
に
賢
明
な
選

択
を
す
る
こ
と
を
、
切
に
願
っ
て
い
る
」。

こ
れ
は
ユ
ヴ
ァ
ル
・
ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
著
「
ホ

モ
・
デ
ウ
ス
」（
河
出
書
房
新
社
）
の
序

文
の
言
葉
で
あ
る
。「
賢
明
な
選
択
」
が

始
ま
っ
た
。

　

侵
攻
に
加
え
て
子
ど
も
た
ち
を
拉
致
し
核
兵
器

で
威
嚇
す
る
ロ
シ
ア
。
人
工
島
建
設
や
領
海
・
領

空
侵
入
、
軍
備
拡
大
を
進
め
る
中
国
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
先

進
７
カ
国
首
脳

会
議
（
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
）
は
５
月
19
日
か
ら

21
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
た
首
脳
た
ち
は

阿
鼻
叫
喚
の
光
景
に
め
ま
い
を
覚
え
た
だ
ろ
う
。
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
記
者
会
見
で
バ
フ
ム
ト
の

廃
墟
に
広
島
を
重
ね
て
再
建
の
決
意
を
語
っ
た
。

　

岸
田
議
長
は
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
閉
幕
に
際

し
、「
Ｇ
７
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
連
帯
と
と
も
に
、

法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
秩
序

を
守
り
抜
く
」
と
総
括
し
た
。
最
終
日
前
日
の
首

脳
声
明
で
は
「
不
法
な
侵
略
が
続
く
限
り
ウ
ク
ラ

イ
ナ
を
支
援
す
る
」
と
明
記
。
核
軍
縮
に
関
す

る
「
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
拡
大
首
脳
会
合
は
食
料

安
保
強
化
に
向
け
た
「
広
島
行
動
声
明
」
な
ど
を

ま
と
め
た
。
拡
大
首
脳
会
合
に
電
撃
参
加
し
た
ゼ

レ
ン
ス
キ
ー
氏
は
モ
デ
ィ
首
相
や
バ
イ
デ
ン
大
統

領
、
岸
田
首
相
ら
と
対
面
で
支
援
を
訴
え
た
。

　

招
待
国
イ
ン
ド
は
今
年
の
Ｇ
20
（
20
カ
国
・
地

域
）
の
議
長
国
で
あ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
（
南

半
球
を
中
心
と

す
る
新
興
・
途

上
国
）
の
代
表
格
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
中
ロ
と
の

経
済
関
係
も
濃
厚
だ
が
建
国
の
父
・
ガ
ン
ジ
ー
の

唱
え
た
「
非
暴
力
」
を
国
是
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
和

平
の
仲
介
者
だ
と
し
て
名
乗
り
を
挙
げ
て
い
る
。

存
在
感
と
期
待
感
は
高
ま
る
。

　

広
島
と
長
崎
は
平
和
へ
の
聖
地
で
あ
り
、
次
世

代
の
Ｇ
７
創
設
が
あ
っ
て
も
い
い
。
歴
史
的
意
義

を
持
つ
広
島
サ
ミ
ッ
ト
だ
っ
た
。
今
後
の
動
き
が

真
の
成
果
と
な
る
。
議
長
国
と
し
て
印
中
を
軸
に

「
よ
り
」
賢
明
な
選
択
を
期
待
し
た
い
。

晴耕雨読

歴
史
的
意
義
持
つ
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト

八
尾
自
動
車
教
習
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

大
阪
朝
鮮
中
高
級
学
校
設
立
70
周
年

卒
業
生
ら
3200
人
が
祝
う

還
暦
記
念
に
生
前
葬

出
版
し
ま
せ
ん
か

072-926-5134
株式
会社

小
説
・
随
筆
・
詩
歌
集

自
分
史
・
社
史
・
写
真
集

ウクライナのアイデンティティ
ウクライナ避難民に「情報」伝える

毎月第１・３土曜日の19時30分（再放送は第２・４水曜日14時）

https://www.jcbasimul.com
提供：日本ウクライナ文化交流協会

FMちゃお（79.２MHz）

インターネット
でも

聞けます

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

占
領
地
に
残
さ
れ
た
人
達
へ
の
支
援
の

た
め
の
寄
付
の
お
願
い

　

戦
争
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
人
達
へ
の
支
援
は
重
要
な

課
題
で
す
。
国
際
社
会
は
今
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民
へ

の
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
国
外
に
避

難
し
た
人
達
は
、
安
全
で
、
こ
の
状
況
に
し
て
は
ま
だ
快
適
な

環
境
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
激
し
い
戦
闘
が
行
わ
れ

て
い
る
地
域
か
ら
、
比
較
的
安
全
な
地
方
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
避
難
民
の
生
活
環
境
は
あ
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
家
の
す
べ
て
の
財
力
や
資
源
は
、
侵
略
者

へ
の
抵
抗
に
動
員
さ
れ
て
い
る
の
で
、
国
内
避
難
民
へ
の
支
援

に
充
て
ら
れ
る
力
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、

国
内
避
難
民
は
ま
だ
最
小
限
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
最
も
絶
望
的
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
占
領
地

に
残
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
で
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
は
、
占
領
地
に
残
っ
た
人
達
に
、
一
刻
も

早
く
脱
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
は
占

領
地
か
ら
脱
出
す
る
手
段
は
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
の

地
域
で
は
、
ロ
シ
ア
占
領
軍
は
道
を
塞
い
で
、
住
民
が
出
ら
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
占
領
地
か
ら

脱
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ロ
シ
ア
軍
は
身
分
証
明
書
な
ど
を

没
収
し
ま
す
。
そ
し
て
、
酷
い
と
き
は
拘
束
し
て
拷
問
す
る
、

ま
た
は
殺
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
占
領
地
に
残
さ
れ
た
多
く
の
人
は
そ
こ
を
出
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
占
領
地
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
破
壊
さ
れ

た
か
、
ロ
シ
ア
軍
に
占
拠
さ
れ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
働

く
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
働

け
ず
、
収
入
が
な
い
た
め
、
多
く
の
人
は
食
糧
や
生
活
必
需
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
、
占
領
地
に
残
さ
れ
た
人
達

に
と
っ
て
、
生
活
の
術
を
得
る
唯
一
の
方
法
は
、
占
領
地
の
外

に
い
る
人
か
ら
送
金
を
受
け
る
こ
と
だ
け
で
す
。

　
当
協
会
は
、
占
領
地
か
ら
脱
出
で
き
な
い
人
達
を
支
援
す
る

た
め
に
、
寄
付
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
人
に
と
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
支
援
は
餓
死
し
な
い
唯
一
の
方
法
で
す
。
受
け

取
っ
た
寄
付
金
を
当
協
会
の
関
係
者
が
持
っ
て
い
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
銀
行
口
座
に
送
金
し
ま
す
。
そ
し
て
、
関
係
者
は
そ
こ

か
ら
、
ザ
ポ
リ
ー
ジ
ャ
州
と
ヘ
ル
ソ
ン
州
に
残
さ
れ
た
人
達
に

送
金
を
行
い
ま
す
。

　
占
領
地
に
残
さ
れ
た
人
達
の
問
題
は
非
常
に
深
刻
で
す
。
こ

の
問
題
は
、
避
難
民
の
問
題
に
比
べ
て
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
こ

と
が
少
な
い
で
す
。
占
領
地
の
惨
状
を
知
っ
た
ら
、
当
協
会
は

こ
れ
に
つ
い
て
何
も
せ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
然
、

私
達
が
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
も
し
数

百
人
だ
け
で
も
救
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
こ
れ
は
有
意
義
な
活

動
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援
は
文
字
通
り
、
誰
か

の
命
を
救
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会
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銀
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口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

　

半
世
紀
近
く
、
保
守
反
動
の
立
場
か
ら
反
ソ
連

邦
、
反
ロ
シ
ア
、
反
共
産
主
義
を
一
貫
し
て
主
張

し
て
き
た
大
阪
商
業
大
学
教
授
の
著
者
が
書
き
下

ろ
し
た
集
大
成
の
書
。

中
津
孝
司 

著
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プ
ー
チ
ン
帝
国
滅
亡

常
備
店
：
栗
林
書
房（
近
鉄
河
内
小
阪
駅
前
）

　

東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ
い
祭
り
は
、毎
年
５
月
の
第
２
日
曜
日（
母

の
日
）に
開
催
さ
れ
る
。市
民
１
人
ひ
と
り
が
主
催
者
の「
市
民
の
、

市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
」
お
祭
り
だ
。
１
９
７
８
年
（
昭

和
53
年
）
に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
で
44
回
目
を
迎

え
た
。

　

近
鉄
布
施
駅
か
ら
八
戸
ノ
里
駅
間
の
道
路
を
歩
行
者
天
国
に
し

た
「
ふ
れ
あ
い
通
り
会
場
」
と
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
に
隣
接
す
る

「
花
園
中
央
公
園
会
場
」
で
は
、
パ
レ
ー
ド
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
あ

り
、
催
し
物
が
多
数
出
展
す
る
「
市
民
生
活
の
祭
典
」
と
も
い
え

る
。
今
で
は
、前
夜
祭
の
河
内
音
頭
ス
テ
ー
ジ
や
花
火
大
会
も
、
祭

り
の
定
番
と
な
っ
た
。

驚
き
と
感
激
と
い

う
「
風
」
で
、
雨

を
吹
き
飛
ば
す
こ

と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
鉄
布
施
駅
か
ら
八
戸

ノ
里
駅
へ
続
く
歩
行
者
天

国
で
は
、
地
域
の
団
体
が

山
車
を
担
ぎ
な
が
ら
、
威

勢
の
よ
い
掛
け
声
で
練
り

　

朝
鮮
戦
争
（
１
９
５
０
年
〜
１
９
５
３
年
）
さ
な
か
の
１
９
５
２
年
４
月
に
大
阪
市
生
野
区

で
開
校
し
、
産
業
界
や
ス
ポ
ー
ツ
界
に
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
大
阪
朝
鮮
中
高
級
学
校

（
金
采
玹
校
長
）
の
設
立
70
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
、
５
月
14
日
に
東
大
阪
市
菱
江
２
―
18

―
26
の
同
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
集
ま
っ
た
卒
業
生
ら
３
、２
０
０
余
人
が
祝
っ
た
。

　

今
回
の
式
典
は
、
同
校

が
中
高
一
貫
校
へ
と
移
行

し
た
２
０
２
０
年
度
か
ら

構
想
を
進
め
、
コ
ロ
ナ
禍

の
な
か
70
周
年
に
あ
た
る

２
０
２
２
年
６
月
に
実
行

委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

同
月
25
日
の
70
周
年
記
念

学
生
文
化
祭
を
皮
切
り

に
、
同
年
９
月
シ
ェ
ラ
ト

ン
都
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
天
王
寺
区
上
本
町
６
）

で
開
催
さ
れ
た
記
念
祝
賀

会
、
今
年
１
月
の
東
大
阪

市
文
化
創
造
館
（
東
大
阪

市
御
厨
南
２
）
に
お
け
る

記
念
公
演
を
経
て
開
か
れ

た
祝
典
。

　

壇
上
に
金
日
成
・
金
正

日
両
主
席
の
肖
像
画
が
掲

げ
ら
れ
る
な
か
、
朝
鮮
総

連
の
委
員
長
ら
が
登
壇
挨

拶
し
た
ほ
か
、
社
民
党
副

党
首
の
大
椿
裕
子
参
議
院

議
員
が
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
。

　

こ
の
日
は
雨
の
な
か
、

最
寄
り
の
近
鉄
奈
良
線
河

内
花
園
駅
と
、
同
け
い
は

ん
な
線
吉
田
駅
を
結
ぶ
バ

ス
に
は
長
蛇
の
列
が
で

き
、
校
門
前
の
バ
ス
停
は

再
会
を
喜
ぶ
「
ア
ニ
ョ
ハ

セ
ヨ
」
で
溢
れ
た
。

　

校
庭
に
は
豚
キ
ム
チ
や

チ
ヂ
ミ
な
ど
の
屋
台
が
並

び
、
式
典
に
続
い
て
開
か

れ
た「
Ｕ
―
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
」

で
は
、
学
生
に
よ
る
公
演

や
民
謡
メ
ド
レ
ー
、
各
界

で
活
躍
す
る
卒
業
生
ら
か

ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
け
ら
れ
た
。

（
池
内
文
藏
）

　

生
前
葬
は
、
舞
台
で
横

に
な
っ
た
谷
口
さ
ん
の
旅

支
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
次

に
、
棺
桶
に
納
ま
っ
た
谷

口
さ
ん
に
参
列
者
が
そ
れ

ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド

や
思
い
出
の
品
を
添
え

る
。
そ
し
て
、
蓋
を
閉
じ

て
納
棺
式
。

　

と
こ
ろ
が
、
司
会
者
が

声
を
か
け
る
と
、
棺
桶
の

中
か
ら
元
気
に
飛
び
出
す

谷
口
さ
ん
。
会
場
は
大
き

な
拍
手
で
包
ま
れ
た
。

　

そ
の
後
、
谷
口
さ
ん
は

１
０
０
歳
に
な
っ
た
と

き
の
自
分
に
な
り
き
っ

て
、「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
シ

ア
タ
ー
」
を
行
っ
た
。

　

あ
の
頃
は
あ
ん
な
こ
と

が
あ
っ
た
、
ま
た
別
の
頃

は
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

と
過
去
に
さ
か
の
ぼ
り
振

り
返
る
。

　

そ
れ
を
劇
団
員
が
寸
劇

で
表
現
。
会
場
の
あ
ち
ら

　

一
般
社
団
法
人
笑
い
文
字
普
及
協
会
公
認
初
級
ト
レ
ー
ナ
ー
、
谷
口
佳
津

子
さ
ん
（
61
）
の
生
前
葬
が
４
月
30
日
に
ホ
テ
ル
セ
イ
リ
ュ
ウ
（
東
大
阪
市

上
石
切
町
１
）
で
開
か
れ
、
友
人
ら
約
80
人
が
参
列
し
た
。
小
学
校
時
代
の

友
人
も
参
列
し
、
半
世
紀
ぶ
り
の
再
会
を
果
た
し
た
。

布施地車の前でポーズを決める
「布施戎の2023福娘」3人

第44回

ふれあい祭りふれあい祭り開催開催

こ
ち
ら
か
ら
笑
い
が
こ
ぼ

れ
た
。

　

還
暦
記
念
に
行
っ
た
生

前
葬
を
終
え
た
谷
口
さ
ん

は
す
っ
き
り
し
た
表
情
を

し
て
い
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
笑

い
文
字
で
さ
ら
に
世
の
中

を
明
る
く
す
る
決
意
を
し

た
。

歩
き
、
子
ど
も
た
ち
が
露

店
で
ボ
ー
ル
す
く
い
等
に

興
じ
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

通
り
に
は
、
頭
の
先
か
ら

つ
ま
先
ま
で
コ
ス
プ
レ
姿

の
市
民
も
。

　

市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
、
思

い
思
い
に
祭
り
を
楽
し
ん

で
い
た
。

　

一
方
、
毎
冬
に
は
高
校

ラ
ガ
ー
マ
ン
が
集
い
、
今

で
は
ラ
グ
ビ
ー
の
み
な
ら

ず
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ

Ｊ
３
に
昇
格
し
た
Ｆ
Ｃ
大

阪
の
本
拠
地
と
し
て
も
注

目
を
浴
び
る
花
園
ラ
グ

ビ
ー
場
と
、
花
園
中
央
公

園
会
場
で
は
、
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
協
議
会
に
よ
る

「
火
お
こ
し
体
験
」
や
「
ド

ロ
ー
ン
操
縦
体
験
」
コ
ー

シニアのバンドチームが活躍

再
会
喜
ぶ

ア
ニ
ョ
ハ
セ
ヨ

東 大 阪 市 民

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
次
々
と
母

国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ
ダ
ー

リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
避
難

所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

　

６
月
１
日
〜
10
日
、
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
建

設
・
運
営
の
た
め
、
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流

協
会
会
員
４
人
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
入
り
し
ま
す
。

　

帰
国
後
、
現
状
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。
会
員
以
外
の
参
加
も
歓
迎
。

◇

日
時　

６
月
18
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

会
場

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町
（
近
鉄
百
貨
店
上

本
町
店
10
階
）　

近
鉄
大
阪
上
本
町
駅
直
結

会
費　

無
料

主
催　

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

　
　
　

☎
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

　
　
　

E-mail

：info@nichiu.org

ウ
ク
ラ
イ
ナ

帰
国
報
告
会
６月18日

ナ
ー
で
、
子
ど
も
た
ち
が

好
奇
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
て

い
た
。

　

芝
生
広
場
・
ト
ラ
イ
く

ん
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
シ
ニ

ア
の
バ
ン
ド
チ
ー
ム
が
声

高
ら
か
に
歌
い
、
ラ
ク

ビ
ー
場
前
・
花
は
な
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
本
場
・
ス

ペ
イ
ン
を
彷
彿
さ
せ
る
フ

ラ
メ
ン
コ
の
踊
り
が
観
衆

を
魅
了
し
、
祭
り
の
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
は
節
目
の

45
回
目
に
な
る
。
今
回
ゲ

ス
ト
（
見
学
側
）
だ
っ
た

人
も
、
次
回
は
キ
ャ
ス
ト

（
運
営
側
）
に
な
っ
て
み

れ
ば
、
楽
し
さ
が
倍
増
す

る
か
も
知
れ
な
い
。

（
根
岸
健
太
郎
）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和５年６月１日（木）

（
八
尾
市
本
町
４
）
で
開

か
れ
た
。
そ
の
後
、
同
所

で
山
口
孝
満
八
尾
商
工
会

議
所
会
頭
ら
を
招
い
て
懇

親
会
が
持
た
れ
た
。

　

玉
井
文
夫
会
長
（
78
）

＝
写
真
＝
は
挨
拶
の
な
か

で
、
２
０
２
５
年
開
催
の

大
阪
・
関
西
万
博
に
期
待

を
寄
せ
な
が
ら
、
平
和
で

戦
争
の
な
い
世
界
が
実
現

す
る
こ
と
を
願
っ
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震

緊
急
募
金
受
付
中

　

確
か
に
ロ
シ
ア
は
内
側
か
ら
崩
れ
始
め
て
い

る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
国
境
を
接
す
る
ロ
シ
ア
西
部
ベ

ル
ゴ
ロ
ド
で
ロ
シ
ア
人
義
勇
兵
団
体
「
自
由
ロ
シ

ア
軍
」
と
「
ロ
シ
ア
義
勇
軍
」
が
、「
ベ
ル
ゴ
ロ

ド
州
の
一
部
区
域
を
解
放
し
た
」
と
５
月
22
日
に

テ
レ
グ
ラ
ム
へ
投
稿
し
た
。
ロ
シ
ア
側
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
破
壊
工
作
グ
ル
ー
プ
と
す
る
が
、
ど
う

や
ら
違
う
。「
自
由
ロ
シ
ア
軍
」
は
約
１
千
人
を

擁
す
る
。「
ロ
シ
ア
義
勇
軍
」
や
「
国
民
共
和
軍
」

な
ど
合
わ
せ
て
約
４
千
人
の
ロ
シ
ア
人
義
勇
兵
が

ロ
シ
ア
軍
や
ワ
グ
ネ
ル
と
戦
っ
て
い
る
。

　

ア
レ
ク
セ
イ
が
腕
組
み
を
し
な
が
ら
慎
重
に
話

す
。

　
「
略
奪
や
性
犯
罪
に
嫌
気
が
さ
し
た
ロ
シ
ア
兵

が
反
旗
を
翻
し
て
い
る
よ
う
だ
」

　

ア
ー
ニ
ャ
も
身
を
乗
り
出
す
。

　
「
な
か
に
は
結
婚
な
ど
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
住
ん

で
い
た
ロ
シ
ア
人
も
い
る
み
た
い
。
義
憤
に
駆
ら

れ
て
ロ
シ
ア
軍
と

戦
っ
て
い
る
の
」

　

そ
こ
で
話
が
淀

ん
だ
の
で
、
広
島

で
開
か
れ
た
先
進

７
カ
国
首
脳
会
議

（
Ｇ
７
）
に
話
題

を
向
け
た
。

　
「
ゼ
レ
ン
ス

キ
ー
大
統
領
の
電

撃
来
日
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
軍
事
支
援

に
拍
車
を
掛
け
た

ね
」

　

ア
ー
ニ
ャ
は
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。

　
「
Ｆ
16
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
入
れ
ば
、
百
人
力
だ
わ
」

　

し
か
し
、
ア
レ
ク
セ
イ
は
複
雑
な
表
情
を
浮
か

べ
る
。

　
「
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
は
確
か
に
よ
く
や
っ
て
い
る
。

だ
け
ど
、
キ
ー
ウ
侵
攻
に
備
え
て
も
っ
と
軍
備
を

整
え
る
べ
き
だ
っ
た
」

　

２
０
１
４
年
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
か
ら
２
０
２
２

年
２
月
24
日
ま
で
時
間
が
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
、

無
駄
な
道
路
整
備
な
ど
せ
ず
、
国
防
に
力
を
尽
く

す
べ
き
だ
っ
た
と
語
気
を
強
め
る
。

　
「
そ
も
そ
も
、ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
が
大
統
領
に
な
っ

た
か
ら
、
プ
ー
チ
ン
は
甘
く
見
て
キ
ー
ウ
に
ま
で

攻
め
込
ん
だ
。
ポ
ロ
シ
ェ
ン
コ
が
大
統
領
だ
っ
た

ら
、
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
」

　

し
か
し
、
プ
ー
チ
ン
は
大
き
な
誤
算
を
し
た
。

３
日
で
崩
れ
落
ち
る
と
思
わ
れ
た
政
権
は
持
ち
堪

え
、
国
外
逃
亡
す
る
と
思
わ
れ
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー

は
家
族
や
仲
間
と
共
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
残
っ
た
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
221

内側から崩れ始めているロシア

ウクライナ

八尾市文化会館 プリズムホール 小ホール
　　  全席指定・税込　一般前売 3,500円（当日4,000円）
　　　　　　　　　　  プリズムクラブ（友の会）3,000円
身障者手帳お持ちの方とその介添えの方（1名様まで） 2,800円
※お子様からご入場可能です。ただし、お席の必要な方は有料となりますので、チケットをご購入ください。

2023年7月14日（金）

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

18:30開演（開場18:00）
終演予定 20:30 頃

会場

料金

発売日

八尾市文化会館 プリズムホール 小ホール

2023年7月14日（金） 18:30開演（開場18:00）
終演予定 20:30 頃

会場

桂雀太 桂宮治  二人会

◯プリズムホールチケットカウンター
◯プリズムウェブサイトチケット
○京升堂　kyoushoudou@hotmail.com 

【主　　催】京升堂 ～きょうしょうどう～
【共　　催】（公財）八尾市文化振興事業団
【制作協力】くらわん花

5月 6 日（土）午前10:00～　友の会先行発売
5 月13日（土）午前10:00～　一般前売発売 

八
尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
例
総
会

大
阪・関
西
万
博
に
期
待
寄
せ
る

時
や
楽
し
い
時
に
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
満
足
感

な
ど
は
極
め
て
主
観
的

な
も
の
で
あ
り
、
本
人

が
満
足
し
、
心
地
よ
い

と
感
じ
た
時
が
幸
せ
な

時
で
あ
る
、
と
い
う
性

質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
、「
幸
せ
」

と
は
一
般
に
健
康
で
平

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
か
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、

「
幸
せ
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
な
時
に
幸

せ
を
感
じ
ま
す
か
。
美

味
し
い
食
事
を
し
て
い

る
時
で
す
か
。
お
気
に

入
り
の
音
楽
を
聞
い
て

い
る
時
で
す
か
。
愛
す

る
人
と
デ
ー
ト
し
て
い

る
時
で
す
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た

ち
が
最
も
幸
せ
を
感
じ

る
時
は
、
例
え
ば
、
美

味
し
い
食
事
を
し
て
い

る
時
、
楽
し
い
こ
と
を

し
て
い
る
時
、
よ
い
仕

事
を
や
り
遂
げ
た
時
な

ど
、
一
般
に
満
足
し
た

時
や
楽
し
い
時
で
す
。

す
な
わ
ち
、
満
足
し
た

和
で
苦
し
み
の
な
い
状

況
で
満
足
し
た
り
、
楽

し
い
時
に
主
観
的
に
感

じ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
病
気
な
ど

で
あ
っ
て
も
、
一
定
の

満
足
感
な
ど
の
心
地
よ

さ
は
得
ら
れ
る
、
と
い

う
こ
と
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、「
幸
せ
の
種

類
」
と
し
て
は
五
感
を

中
心
と
し
た
肉
体
的
な

快
感
と
い
う
感
覚
の
レ

ベ
ル
の
も
の
（
肉
体
満

足
型
幸
せ
）
か
ら
、
心

の
レ
ベ
ル
の
も
の
（
心

満
足
型
幸
せ
）、
さ
ら

に
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

レ
ベ
ル
の
も
の
（
魂
満

足
型
幸
せ
）
ま
で
様
々

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

人
生
を
通
じ
て
日
常

的
に
で
き
る
だ
け
多
く

の
幸
せ
を
感
じ
た
い
も

の
で
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

②

幸
せ
の
意
義
と
種
類

イ ベ ン ト 情 報

寄 稿

徒
然
草
を
読
む
〈
二
〉

遠
い
歴
史
を
こ
え
た
エ
ッ
セ
イ

小
説
家

尾
崎
航
平

　

序
段
に
近
い
６
段
、
こ

の
こ
ろ
は
兼
好
本
人
も
宮

仕
え
を
し
て
い
た
こ
ろ
と

予
想
さ
れ
、人
間
関
係
も
、

そ
し
て
そ
の
考
え
方
も
狭

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

序
盤
以
降
は
隠
遁
生
活
に

入
り
、
１
４
２
段
の
頃
は

様
々
な
人
び
と
と
の
交
流

の
も
と
考
え
方
が
温
和
に

な
っ
て
い
た
、と
い
う
論
。

　

こ
の
論
を
持
た
れ
て
い

る
島
内
裕
子
氏
は
徒
然
草

の
研
究
者
で
も
あ
り
、
徒

然
草
関
連
の
本
に
よ
く
あ

る
「
関
連
す
る
段
で
ま
と

め
る
」
と
い
う
読
み
方
で

は
な
く
、
序
段
か
ら
読
む

「
連
続
読
み
」
を
推
奨
さ

れ
て
お
ら
れ
る
。

　

兼
好
の
精
神
的
成
長
と

と
も
に
徒
然
草
を
読
み
た

い
、
そ
う
感
じ
た
私
は
島

内
氏
の
序
段
か
ら
最
終
２

４
３
段
ま
で
を
順
に
記
し

た
「
徒
然
草
」（
ち
く
ま

学
芸
文
庫
）
を
購
入
。
古

文
に
慣
れ
な
い
私
は
原

文
、
現
代
文
、
そ
し
て
原

文
の
単
語
を
古
語
辞
典
で

調
べ
な
が
ら
少
し
ず
つ
読

み
進
め
て
い
く
。

　

序
盤
は
一
年
を
通
じ
て

の
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
を

述
べ
る
19
段
が
特
に
良

い
。

　

春
、
夏
、
秋
の
風
情
を

流
麗
に
述
べ
た
後
、
も
の

の
あ
わ
れ
は
「
源
氏
物

語
」、「
枕
草
子
」
に
す
で

に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

あ
え
て
自
分
（
兼
好
）
が

こ
う
い
っ
た
風
情
を
述
べ

る
ま
で
も
な
い
が
…
と
や

や
自
虐
。「
あ
ぢ
き
な
き

遊
び
」（
無
益
な
慰
み
事
）、 「

人
の
見
る
べ
き
も
の
に

も
あ
ら
ず
」
と
こ
う
述
べ

た
の
ち
に
冬
枯
れ
の
風
情

を
語
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら

れ
る
風
情
は
み
な
細
か
い

描
写
で
あ
る
が
そ
れ
が
た

め
、
情
景
が
目
の
前
に
浮

か
ん
で
く
る
か
の
よ
う
に

見
事
に
切
り
取
ら
れ
て
い

る
。

　

そ
し
て
同
じ
く
素
晴
ら

し
い
の
は
最
終
２
４
３

段
。
現
在
、
読
み
始
め
て

ま
だ
前
半
部
分
で
あ
る
が

最
終
段
が
気
に
な
り
、
先

に
読
ん
で
み
た
。

　

こ
の
最
終
段
、
子
の
不

要
を
記
し
た
６
段
を
記
し

た
作
者
と
は
思
え
な
い
愛

情
あ
ふ
れ
る
段
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
徒
然
草
を
締

め
く
く
る
に
は
や
や
肩
透

か
し
を
く
う
よ
う
な
終
わ

り
方
と
い
え
な
く
も
な

い
。
し
か
し
、
し
み
じ
み

と
し
た
感
動
を
よ
び
何
度

も
読
み
た
く
な
る
段
。

　

そ
の
段
を
こ
こ
に
記
し

て
は
「
連
続
読
み
」
を
し

た
い
方
へ
の
俗
に
い
う「
ネ

タ
ば
れ
」
に
な
っ
て
し
ま

う
た
め
最
終
段
に
つ
い
て

は
こ
れ
以
上
記
さ
な
い
が
、

も
し
気
に
な
る
方
が
お
ら

れ
れ
ば
ご
検
索
を
。

　

私
自
身
「
小
説
家
の
書

く
エ
ッ
セ
イ
」
が
好
き
で

よ
く
読
ん
で
い
た
が
、「
歌

人
の
書
く
随
筆
」
に
こ
う

も
は
ま
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。

　

徒
然
草
執
筆
時
は
南
北

朝
の
動
乱
期
、
現
在
の
混

沌
と
し
た
情
勢
に
似
て
い

な
く
も
な
い
。
そ
ん
な
時

期
に
時
間
を
か
け
て
向
き

合
い
た
い
書
と
出
会
え
た

こ
と
に「
も
の
の
あ
わ
れ
」

を
感
じ
つ
つ
、
読
み
進
め

て
い
き
た
い
。（

お
わ
り
）

　

八
尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合

会
（
玉
井
文
夫
会
長
）
の

定
例
総
会
が
料
亭
山
徳

　

株
式
会
社
カ
ナ
オ
カ
機
材
（
東
大
阪
市
御
厨
東
２

―
10
―
１
）
が
主
催
す
る
第
１
８
７
回
Ｃ
Ｓ
元
気
活

力
塾
が
、
５
月
23
日
大
阪
市
中
央
区
道
頓
堀
２
の

道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、学
校
法
人
清
風
学
園（
大

阪
市
天
王
寺
区
石
ケ
辻
町
12
―
16
）
の
平
岡
宏
一

専
務
理
事
兼
清
風
中
学
校
・
高
等
学
校
校
長
（
61
）

＝
写
真
＝
が
講
演
し
た
。

忍に
ん

辱に
く

波は

羅ら

蜜み
つ

の
時
代

　

平
岡
校
長
は
、
清
風
学

園
お
よ
び
清
風
南
海
学
園

（
高
石
市
綾
園
）
の
創
立

者
・
平
岡
宕と

う

峯ほ
う

氏
を
祖
父

に
、
平
岡
英え

い

信し
ん

清
風
学
園

理
事
長
を
父
に
生
ま
れ
、

早
稲
田
大
学
第
１
文
学
部

卒
業
後
、
イ
ン
ド
南
部

ギ
ュ
メ
へ
の
留
学
を
経
て

高
野
山
大
学
大
学
院
で
博

士
号
を
取
得
。

　

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
を

は
じ
め
と
す
る
チ
ベ
ッ
ト

僧
の
来
日
時
に
は
通
訳
を

務
め
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
に

関
す
る
論
文
は
も
と
よ
り

「
男
の
子
の
や
る
気
を
引
き

出
す　

朝
の
こ
と
ば
」（
ビ

ジ
ネ
ス
社
）
や
「
運
命
を

好
転
さ
せ
る
隠
さ
れ
た
教

え　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
入
門
」

（
幻
冬
舎
）
な
ど
、
密
教
修

行
や
教
育
現
場
で
の
体
験

を
基
に
し
た
著
作
で
広
く

親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
約
１
２
０
人

の
参
加
者
を
前
に
「
仏
教

で
の
教
育
実
践
―
教
育
現

場
と
そ
の
他
に
お
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
。
清
風

学
園
の
建
学
の
精
神
か
ら

般
若
心
経
の
写
経
を
軸
に

据
え
た
生
活
指
導
、
客
員

教
授
と
し
て
種
智
院
大
学

（
京
都
市
伏
見
区
）
や
高

野
山
大
学
（
和
歌
山
県
伊

都
郡
高
野
町
）
で
教
鞭
を

と
っ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
話
し
た
。

　

情
報
過
多
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
よ
り
難

し
く
な
っ
た
他
人
と
の
関

わ
り
あ
い
に
お
い
て
、
真

言
密
教
に
お
け
る
６
つ
の

実
践
の
ひ
と
つ
「
忍に

ん

辱に
く

波は

羅ら

蜜み
つ

」
の
解
説

と
と
も
に
、
艱
難

辛
苦
の
な
か
で
物

事
の
本
質
を
お
さ

え
、自
ら
を
律
し
、

自
分
の
心
と
向
き

合
う
こ
と
で
解
決

に
導
く
大
切
さ
を

述
べ
た
。

　

次
回
第
１
８
８

回
の
Ｃ
Ｓ
元
気
活

力
塾
は
７
月
26
日

に
開
催
さ
れ
る
、

全
盲
の
文
化
人
類

学
者
で
、
視
覚
だ

け
に
頼
る
こ
と
な
く
触
覚

を
は
じ
め
と
し
た
感
覚
を

活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
＝

誰
も
が
楽
し
め
る
博
物

館
）」
を
推
進
す
る
国
立
民

族
学
博
物
館
の
広
瀬
浩
二

郎
教
授
（
56
）
を
講
師
と

し
て
予
定
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
株
式
会

社
カ
ナ
オ
カ
機
材
（
☎
０

６
―
６
７
８
７
―
１
４
４

０
）
へ
。
（
池
内
文
藏
）

仏教での教育実仏教での教育実践践
教育現場とその他において

　

６
月
11
日
、
近
鉄
八
尾

駅
西
口
の
ま
わ
り
の
商
店

街
が
熱
く
な
る
。
毎
月
11

日
、27
日
に
お
逮
夜
市
（
オ

タ
イ
ヤ
イ

チ
）
を
行
う

フ
ァ
ミ
リ
ー

ロ
ー
ド
と
と
も
に
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
ロ
ー
ド
内
に
あ
る

大
信
寺
（
八
尾
市
本
町
４

―
２
―
48
）、
ま
た
西
口
か

ら
北
に
す
ぐ
の
北
本
町
中

央
通
商
店
会
で
も
、
Ｙ
Ｏ

Ｍ
（
ヤ
オ
オ
タ
イ
ヤ
マ
ー

ケ
ッ
ト
）
が
開
催
さ
れ
る
。

　

北
本
町
中
央
通
商
店
会

の
会
場
で
は
、令
和
３
年
11

月
４
日
に
国
の
認
定
を
受

け
た
関
西
圏
国
家
戦
略
特

別
区
域
と
し
て
、道
路
法
の

特
例
を
活
用
し
、道
路
上
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
配

置
。そ
の
道
路
沿
い

の
北
本
町
２
丁
目
公

園
（
八
尾
市
北
本
町

２
―
９
―
15
）で
は
、

早
朝
７
時
か
ら
野
菜

や
干
物
が
並
ぶ
朝
市

も
開
催
。子
ど
も
連

れ
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
大
勢
が
朝
か
ら
買

い
物
を
楽
し
め
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な

く
、
Ｙ
Ｏ
Ｍ
で
は
地

元
に
暮
ら
す
人
び
と

に
「
地
域
を
楽
し
む

き
っ
か
け
」
を
体
感

し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
自
分
の
ま
ち
が

好
き
に
な
り
、
地
元

の
良
さ
を
再
認
識
で

き
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

し
た
い
と
の
思
い
が

あ
る
。
地
域
の
人
び
と
に

毎
回
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
出
店
者
の
選
定

お
よ
び
雰
囲
気
づ
く
り
や

広
報
な
ど
、
近
隣
大
学
の

学
生
と
も
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
元
の
人
び

と
が
主
催
者
や
多
く
の
店

舗
と
繋
が
る
こ
と
で
、
自

分
も
地
域
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く

な
る
雰
囲
気
を
醸
成
し
、

良
い
意
味
で
ま
ち
の
新
陳

代
謝
を
促
し
た
い
と
の
思

い
も
あ
る
。
今
回
の
Ｙ
Ｏ

Ｍ
で
も
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

通
じ
て
地
域
商
店
と
近
隣

住
民
、
運
営
サ
ポ
ー
ト
す

る
学
生
な
ど
が
交
流
す
る

場
に
な
り
そ
う
だ
。

　

運
営
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商

店
街
と
、
大
信
寺
は
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
！（
チ
ア
ー
ズ
）

が
イ
ベ
ン
ト
の
進
行
を
行

う
。

　
「
今
後
も
〝
復
古
創
新
〞

と
い
う
考
え
の
も
と
、
古

き
良
き
も
の
と
新
し
い
も

の
と
の
共
生
か
ら
学
び
つ

つ
、
ま
ち
づ
く
り
を
通
し

て
地
域
内
外
の
お
店
や
人

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら

い
、
自
分
の
ま
ち
へ
の
誇

り
と
愛
着
の
芽
を
生
み
育

て
て
い
き
た
い
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

６
月
11
日
は
Ｙ
Ｏ
Ｍ

へ
。

（
北
方
円
）

https://yom.yorozuya.
ink/yom/

今
後
も〝
復
古
創
新
〞

自
分
の
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着
の
芽
を

６
月
11
日
は
Ｙ
Ｏ
Ｍ（
ヤ
オ
オ
タ
イ
ヤ
マ
ー
ケ
ッ
ト
）へ

盛り上がりを見せる YOM（ヤオオタイヤマーケット）（前回）

地
域
の
楽
し
む
き
っ
か
け

自分の心と向き合う

第187回CS元気活力塾  平岡宏一校長が講演
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